
農地⾯積︓設⽴当初（2016年）の0.1haから2.0ha（2020年）に拡⼤。
農作物はすべて有機栽培。

伐採件数︓設⽴当初の２件から42件（2020年）に増加。
ほ場管理︓設⽴当初の14件から136件（2020年）に急増。農繁期（４⽉

から9⽉）は農業、農閑期（10⽉から3⽉）は林業（松枯れ
危険⽊の伐採）を中⼼に業務を組⽴。

障害者就労︓設⽴当初の４⼈から15⼈（2020年）に増加。
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 所在地︓⻑野県東筑摩郡筑北村
 団体名︓特定⾮営利活動法⼈わっこ⾕の

⼭福農林舎
 取組パターン︓連携型
 主⼒商品・イベント︓
樹⽊管理、伐採、薪販売、農作業請負、温
泉薪ボイラー運⽤、製材、精油、公園管理、
古代⻨⽣産、新規就農・就林・移住・複業
⽀援、ワークショップ開催

基本情報 取組の概要

取組の成果体制図

農業、林業、⼈、エネルギーを連携させて環境を整え、より効率的かつ持続的な資源の活⽤を⽬指すとともに、福祉機関や
教育機関との協⼒体制を築いて、地域全体の「輪」 を強化する活動を⾏う。
地域の魅⼒と雇⽤を掘り起こし、誰もが⾃⾝の地域に愛着と誇りを持ち、⾃分の⼒を発揮できる暮らしやすい社会をつくる。

所在地▶〒399-7501 ⻑野県東筑摩郡筑北村⻄条3846
連絡先▶TEL／ FAX :0263-66-3035 E-mail:info@yamafuku.org
ウェブサイト▶https://www.yamafuku.org

特定非営利活動法人 わっこ谷の山福農林舎 視察受⼊れ︓可 報道機関受⼊れ︓可

やましごと
（管理、間
伐材利⽤）

特定⾮営利活動法⼈ わっこ⾕の⼭福農林舎

ダレデモツー
リズム（環境
教育・体験）

⼭⾥農業
（⼩⻨、野
菜、花⽊）

相談⽀援事業 キノネアク相談所
居場所づくり ふくまある

○ SDGsに配慮し⼭林を整備。ナラ・クヌギ・桜・アカシアなどの広葉樹を薪として販
売するとともに製材、精油、フィールドワーク利⽤等で⾥⼭の100％利活⽤を⽬指す。

○ 地域の間伐材を燃料とした温泉施設の薪ボイラーの運⽤を通じ、域内のエネルギー循
環を実現（年間4.5万㍑重油削減）、同時に様々な⼈の雇⽤をつくりだす。

○ 数千年以上前から栽培されるパン⼩⻨の原種にあたる古代⻨を⽣産（英名スペルト、
約1.5ha）、その他、桜花⽊や有機野菜⽣産を⾏うとともに地域の農作業、草刈り、
公園管理などの請負業務を⾏う。

○ 草刈機、チェンソーの講習会、倒⽊の伐採処理、作業道整備、ロープクライミングな
どの技術研修を定期的に開催する。

なないろ社会
（障害者等就労
相談・⽀援）

（株）柳沢林業
Good tree boys

しまだファーム
ふたごや農園

山岳ガイド・教育機関
地域おこし協力隊

社会福祉協議会
社会就労センター

連携

登⼭道整備 古代⻨の栽培 精油森林管理 製材薪製造草刈作業の代⾏有機栽培のにんにく

⻑野県
筑北村



【取組のプロセス】

推進⺟体設⽴のための村⺠ワークショップを実施
○ 荒廃農地、⼟砂災害、松枯れ被害が拡⼤。後継者や林業事業者がいないため、⾃然資源

の荒廃が進⾏。
○ 障害者、引きこもり者、⽣活困窮者、移住者、⾼齢者の就業場所が不⾜。
⇒上記の課題解決のため、村⺠ワークショップ、講演会、啓発活動を⾏い、法⼈⺟体設⽴

の準備を進めるとともに、古代⻨⽣産と林業事業の拡⼤を計画。

2016年～

2017年～

2019年～

今後の
展望

きっかけ
前⾝である筑北村社会福祉協議会が「農×林×福×教×α
プロジェクト」により、地域の困りごとを解決する農林
業代⾏サービスを開始。

特定⾮営利活動法⼈ わっこ⾕の⼭福農林舎を設⽴
○ 独⽴運営を開始、農林業の請負業務が急増。
○ 教育機関（中学/⼤学）との連携事業を開始。
○ 理事は、社会福祉⼠、林業会社代表取締役、農園代表、⼭岳ガイド、⼤学教授で構成し、

会員数86名（2022年1⽉現在）。

就労継続⽀援B型事業・認定就労訓練事業等を開始、業務を拡⼤
○ 従来の作業に加え、林産物加⼯として製材事業、精油事業を開始し作業種を拡⼤。
○ 村営温泉施設の⽊質バイオマスボイラーへの薪供給（年間約200トン）を⾏うため、間

伐材を買取る「やまふく⽊の駅」を運営。域内のエネルギー循環を実現するとともに障
害者、⾼齢者、移住者などの雇⽤を創出。

宝と宝がつながる未来、100年先も輝く世界へ
○ 様々な⼈たちがゆるやかに横⽅向につながり、多様性を認め合い、地球のサイクルの中

で⽣かされている感覚のもと、誰もが居場所や役割を持ち⽣活できる地域・社会をつく
ること。

○ 「私もOK、あなたもOK、地域も社会も地球もOK」。⼈⼝約4,000⼈の中⼭間地の課題
解決の取り組みが、⼀つのヒントとして全国に認知され、それぞれの地域の宝を活かし
た地域づくりや環境づくり、⼈づくりの「わっこ」（※信州弁で「輪」）を各地に拡げて
いくこと。

荒廃農地の増加
林業事業体の減少
⾼齢化の進⾏
地域活⼒の低下
障害者等就労場所の確保

2020年～

独⽴運営となり、業務量
が拡⼤、収⼊が増加

就労継続⽀援B型のほか、
相談⽀援や居場所づくり
事業を開始、より地域の
拠点となる活動を展開

伐⽊造材特別教育

近隣⼤学とのフィールドワーク

作業道開設

やまふく⽊の駅

収穫補助


